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市の発言要旨

※政策企画課　確認済

・災害時、神戸・加茂地区の避難所としては狭いの
　で、建て替えてもらいたい。
・高齢者が多いので、階段でなくスロープで上がれ
　るようにして、浸水対策も行ってもらいたい。
・調理室のガスコンロや重い長机は使い勝手が悪い
　ので、新しくしてもらいたい。
・足が不自由な高齢者も多く、2階での行事には参
　加できないのでエレベーターを設置してほしい。
　（現在は階段のみ）
・車で来る利用者が多いので、駐車場が広い現在の
　場所でリニューアルしてほしい。
・11号線沿いの消防詰所も一緒にすると、災害に強
　い施設になるのではないか。
・孫の世代までのことを考えると、神戸小の存続自
　体が不安なので、小学校と公民館を一緒にしたほ
　うが存続の可能性が高くなるのではないか。
・公民館にこだわらず冷暖房付きの体育館が一つあ
　れば良いのでは。災害対策の施設にもなり、工夫
　をすれば会議用の施設にもなり得る。

　事前に自治会長・役員・各種団体長等で集まり、公民館を新しくしたいという意見でまとまっ
た。旧神戸村役場のあった場所で馴染み深く、みんなの公民館に対する思いは強い。有意義な会
となるようお願いしたい。

・西条市は今後30年間で約3万人の人口減少が予測されている。
　（約108,000人：2015年実績　→　約78,000人：2045年時点の人口推計値）
・上記3万人の内、多くが15歳～64歳→働く世代がいなくなることで、地域や産業の課題増が予
　想される。
・「人口減少・少子高齢化への対応」を最重要課題とした総合計画後期基本計画を策定。2045
　年時点の人口推計値　約85,000人を目指す！
・優先目標を3つ設定。A)健康寿命の延伸、B)働きがいの創出・経済活力の維持、C)経営感覚の
　ある行財政運営の実践。
・市民・事業者の皆さん、行政がともに力を合わせて、将来世代にバトンタッチできる「持続可
　能な西条市」を実現しよう。

・西条市の公共施設は、同規模自治体の1.6倍(延床面積)あり、その半分以上が老朽化(築30年超)
　している。
・公共施設マネジメントとは、施設の安全管理と財源確保を両立するための適正配置を実現する
　ことである。
・人口減少・少子高齢化を踏まえ、今後の行政サービスにおいて、削減余地があるのは公共施設
　のみである。
・建物は縮減しても機能やサービスの向上を図る「縮充」の発想で施設のあり方を見直すこと
　が大切である。
・市民のみなさんと情報を共有し、思いを共感し、新しい公共施設のかたちを考える共創を目指
　していきたい。

参加者の発言要旨

＜神戸公民館について＞ 　公民館は、今後も残さなければならない施設だと考
えている。
　ただ、市内の公共施設を現在と同等の規模と数で更
新して維持するためには現状の1.7倍の費用負担が将
来発生するという試算になっている。これは非常に厳
しい状況である。
　将来世代に過度な負担を残さずバトンタッチするた
めには、市の借金が過大にならないように将来から現
在を考える視点（フューチャーデザイン）で、みんな
でアイデアを出し合い工夫していくことや、「あった
らいいが我慢できるもの」、「なくてはならないも
の」という観点で整理していく必要がある。

神戸校区タウンミーティング開催報告

令和3年1月29日（金）19：00～21：00

神戸公民館2階ホール

【地域側：15名】神戸校区連合自治会長、神戸婦人会長、民生児童委員神戸校区会長、防犯協
会神戸支部長、交通安全協会神戸支部長、神戸小学校長、西条南中学校長、神戸小学校PTA会
長、学校開放運営委員、神戸長寿会会長、神戸消防分団長、社会福祉協議会神戸支部長、青少年
健全育成神戸支部長、神戸幼稚園園長、神戸防災士会会長
【行政側：4名】市長、神戸公民館長、政策企画課長、公共施設マネジメント推進係長

1.開会
2.神戸校区連合自治会長 挨拶
3.市長挨拶・総合計画のポイントと事業説明（別添資料①）
4.テーマ「公共施設のあり方」に関する現状等説明(別添資料②)・意見交換
5.まとめ・閉会

概　要



市の発言要旨参加者の発言要旨

※政策企画課　確認済

※政策企画課　確認済

※政策企画課・社会教育課・市民協働推進課　確認済

※政策企画課　確認済

　それぞれの地域ごとに、立地条件や子どもの減少
幅、土地の形状や面積等の事情が異なるので、今日を
きっかけとして、これからどうするのが良いか、デー
タをお示ししながら将来を見据えて議論を進めていき
たい。

※政策企画課　確認済

　お年寄りと児童の交流が魅力的だと感じる半面、
今後の児童数も劇的に減ることがないようなので空
き教室の確保が難しいことと、コロナ感染の心配が
あるので積極的な交流には勇気がいる。

＜学校と公民館の複合化について＞

　学校と公民館が一緒になれば良いのだろうけど、
今の段階では判断ができない。
　既に複合化している地域の方の話を聞いてみた
い。プラス・マイナス面をはっきりさせないと意見
が言えない気がする。

　複合化することが決まっているわけではない。
①従前のとおり寿命が来たら、新しく建て替える。
②現在の建物を長寿命化改修し、長く使う。
③他の施設と複合化する。
　選択肢はいくつかあるので、これから検討させてい
ただきたい。

・先生が今以上に忙しくなるのではないか。
・学校に公民館機能を移して活動するとなると、子
　ども達の授業にも差し障るように思う。
・公民館を少し改修し、小学生がこちらに来て交流
　するほうが現実的には良いのかなと思う。
・学校施設を複合化するにはセキュリティの問題が
　ある。カードキー等の設備は、それほど費用がか
　からず導入できると思う。

　事例紹介されている小学校について調べてみる
と、全校生徒数は400人を超えており、敷地がとて
も広かった。いろんな条件が整った時に複合化施設
が可能になることがわかった。
　神戸地区においては、敷地の広さや予算的なもの
を考えると現実的にはなかなか難しいと感じる。
　

＜公共施設の簡素化・集約化について＞
　公共施設の場合、建設コストが高くなりがちだが、
そこをいかに抑えていくかということが重要である。
　1つの施設の設計を複数の施設に活用していく等、
改めて費用の圧縮を考えていかねばならない。

　市内の施設を建て替える場合は、平屋ということ
も選択肢として考えることができるのではないか。
　公共施設を建設する際は、単価が高くなりがちな
ので、備品も含め少し簡素に、かつ便利にという観
点で考えていけば良いのではないか。
　また、施設を集約する際は、地域ごとに小学生か
らお年寄りまで、使いやすい施設は何か、アンケー
トを取り、順位をつけることで、必要でない施設が
わかるのではないか。

＜職員の担当業務について＞ 　例えば文部科学省（幼稚園）と厚生労働省（保育
園）のように、行政の縦割りは課題である。
　ただ、市役所内では、部局ごとの垣根を越えた業務
遂行に取り組んでいるところである。
　公民館においても、これまでの社会教育・生涯学習
の場に、地域コミュニティの拠点としての機能も付加
していこうと考えている。
　今まで染み込んだものがあるから、変えていくこと
に時間はかかるだろうが、我々も地域の皆さんと一緒
に励んでいく。

　施設を複合化する際、一番の問題になるのは職域
（担当業務の縦割り）だと思う。
　例えば公民館、小学校、消防団詰所等が複合化し
た時に、職員がお互いの職域を超えて一緒に仕事を
進めることができるかどうか。その部分を行政に考
えてもらいたい。

＜配布資料のデータについて＞
　お示しするデータについては、きちんと見える化
し、ご要望に応えられるように改善を加えていきた
い。

　資料には各施設の耐用年数や利用率が記載されて
いるが、耐震補強を施した施設は、耐用年数も延び
るのではないか。
　また、新しい施設は、利便性が良く集まりやすい
ので、利用率が高くなる。そういった点がわかりや
すく、公平に示された資料になるべきである。



市の発言要旨参加者の発言要旨

※教育総務課　確認済

※消防総務課　確認済

まとめ

＜当日の様子＞

＜市長＞
　皆さんの思いはよくわかりました。今日をきっかけに、これからどうするのが良いか、将来を
見越し、みんなで知恵を出しながら、内容のある議論をしていきたい。
＜連合自治会長＞
　良い議論ができたと思う。考え方が少し違うだけで、思いは皆さん同じである。この公民館を
愛しており、ここへもっと人が集まるようにしたいという気持ちなので、新しくしてほしい。議
論ばかりでは前に進まないので、なるべく早く結論を出していただきたい。

＜神戸小学校について＞ 　神戸小学校の外壁は、丹原小、飯岡小とセットで国
へ補助申請したが、採択されなかった経緯がある。
　老朽化の進行具合や国の補助金の採択状況により、
丹原小・飯岡小の工事を先行して実施しており、神戸
小についても、今後長寿命化工事を実施する際に、外
壁塗装もセットで取り組んでいく予定である。

　以前、小学校の外壁塗装を要望していたが、現状
をお伺いしたい。

＜消防団について＞ 　消防団蔵置所の更新については、南海トラフ巨大地
震に立ち向かうため、機能を重視しつつも費用を圧縮
することにより、少しでも早く整備を進めることがで
きないか考えていきたいと思っている。

　消防団の活性化委員会では、何年度にどの蔵置所
を改修するかという計画が30年くらい先まである
が、単体で建て替えるのは、なんとなく難しいよう
に感じる。それより団員確保が課題である。


